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と適切性（r = .13），保育時間と満足度（r = .16）の間にはやや相関がみられたが，適切性





37 名によって箇条書きされた内容を，箇条書きごとに抜き出した。合計 139 個の箇条書き








次に，カテゴリの類似性を検討するために，37 名の 25 カテゴリの記述の有無を基に，
カテゴリについてクラスタ分析を行った。その結果，比較的頻度の少ない「C13. 幼稚園教
諭のやりがいと大変さ」，「C22. 保護者との関わり」，「C24. 活動内容」，「C10. 個と
集団」，「C21. 教師間の連携」，「C16. 振り返りの大切さ」が類似性の高いまとまりと




























C01 環境設定 15 40.5
C04 目的意識・ねらい設定 11 29.7
C08 接し方 11 29.7
C06 幼児の気持ちに寄り添う 10 27.0
C02 幼児の実態理解 9 24.3
C05 幼児の主体性 9 24.3
C03 幼稚園と小学校 8 21.6
C07 一人ひとりと向き合う 7 18.9
C09 伝え方と声かけの工夫 7 18.9
C11 遊びの意義 7 18.9
C12 保護者による「遊びの援助」 5 13.5
C10 個と集団 4 10.8
C15 発達段階 4 10.8
C17 惹きつけ方 4 10.8
C20 保育案・活動構成 4 10.8
C13 幼稚園教諭のやりがいと大変さ 3 8.1
C14 保育の実態 3 8.1
C16 振り返りの大切さ 3 8.1
C18 見守り 3 8.1
C19 見取り 3 8.1
C21 教師間の連携 2 5.4
C22 保護者との関わり 2 5.4
C23 子どもからの学び 2 5.4
C24 活動内容 2 5.4












① 日本オルフ音楽教育研究会秋例会（2018 年 12 月２日，愛知学泉短期大学） 
























（池田吏志＊・渡邉 巧＊・長山 弘＊） 
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年度，平成 30 年６月 15 日には「経済財政運営と改革の基本方針 2018」が閣議決定され，














１）平成 30 年度保育教諭養成課程研究会・研究大会（2019 年１月 14 日）において，
文部科学省初等中等教育局幼児教育課長先崎卓歩氏による講演「幼児教育の現状と今
後の動向について」が行われた。本文に記述した内容は，配布されたハンズアウト資
料からの引用である。 
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